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②国分寺崖線景観形成重点地区 

市を東西方向に連なる国分寺崖線は，その前後に見られる 30ｍ程度の土地の高低差により多

様な地形の変化を創り出し，調布らしい景観を形成する骨格となっています。 

特に，ハケと呼ばれる崖線に分布する雑木林を中心とした斜面地は，貴重な自然景観を残す樹

林地として，遠方から眺めた際の，市街地の緑の背景となるなど，本市の特徴的な景観を形成し

ています。 

野川に沿って連なる崖線と入間川に沿って連なる崖線を含む国分寺崖線地区は，国分寺崖線及

び国分寺崖線と一体となって景観を創り出している地域であり，国分寺崖線の低地側は，崖線と

低地との境界部からおおむね 360ｍまでを範囲とし，また台地側は，崖線と台地との境界部から

おおむね 80ｍまでを範囲としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 国分寺崖線景観形成重点地区と一般地域の関係  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
     
図 国分寺崖線景観形成重点地区の範囲 

※赤線枠内の市内に限る。 
（市外は，「東京都景観計画」
における国分寺崖線景観基本
軸の範囲） 

国分寺崖線景観形成重点地区の区域 一般地域 一般地域

おおむね 360m おおむね 80m 
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図 国分寺崖線景観形成重点地区の範囲（詳細 1/4） 
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図 国分寺崖線景観形成重点地区の範囲（詳細 2/4） 
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図 国分寺崖線景観形成重点地区の範囲（詳細 3/4） 
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図 国分寺崖線景観形成重点地区の範囲（詳細 4/4） 




